
南総里見八犬伝の舞台、房総半島の富山（とみさん）
　　　雨季、カラ梅雨の真っただ中でも心ウキウキ、頭カラカラでノー天気の仲間が道の駅に到着しました

　　　　　東京駅八重洲南口から高速バス海ほたる経由『道の駅冨楽里』下車1時間４５分

令和7年6月22日



東京から１時間４５分、一般道からも富津館山道からも利用できる

　   　　　　　　　　　　　福満寺山門に朱塗りの仁王像がたっている、こちらの像は何か臭うぞう
zou 

富山表参道の石碑を目印にU字にえぐられた階段状の山道をジグザグに仁王門跡地

　　　　東京湾、相模湾、伊豆七島、富士山の大パノラマ



あの朱色の仁王像はここ山頂にあり今福満寺の山門にあり

ランチは唯一の日陰エリア展望台下 日陰、足場床を探すとここしかなし

　　　南総里見八犬伝とはいうものの、何も発見できず、里見浩太朗は知っている

 『臥薪嘗胆』    『形振り構わず』　   『寡黙沈黙』　    『兀兀積立』       『用意周到』



　　　　　伏姫籠穴の山門、八房が伏姫を背負って歩いた階段を訳も知らない愚者が上ってます

八犬伝で伏姫が八房と暮らしたとされる洞窟、命を絶った伏姫がここに眠ると言われます
　　八剣士が持っていたという八個（仁義礼智忠信考悌）→忠・孝・悌は五常の徳を追加





　　　　　　　アジフライ、新鮮野菜に味噌焚き『なめろう』

　　　　　　八犬伝ならぬ５嫌伝の暴走半島旅行記でした

JR岩井駅から特急で錦糸町乗り換えでしたが、さらにもう１件はしごしました


